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国立民族学博物館

　西 アプリ力学術調査概報

和 田 正 平*

1.計 画 の概要

1.1計 画の発端

昭和51年10月 より,国 立民族学博物館

第3研 究部では,共 同研究のひとつ とし

て 「黒アフリカにおける物質文化の比較

研究」を発足させた。これまで,部 族本

位に収集調査されてきた黒アフリカの物

質文化を,各 専門分野の立場から比較,

検討するのが目的で,生 産用具,生 活用

具,祭 事具,装 身具,住 居等の各文化項

目にわた り,各 自のフィール ド・ノー ト

を総合 し,分 布,伝 播,系 統等の基礎的

研究に着手 した。

しかしなが ら,日 本におけるアフ リカ

研究は,現 地調査をはじめてから20年に

も満たず,昭 和49年 に創設された本館で

は,研 究資料はもちろん,展 示に必要な

標本資料さえ,皆 無に等 しく,海 外収集

調査に館員を派遣する事業と併行して,

物質文化に関する本格的な学術調査を実

施することが急務になっていた。この緊

急事情か ら,黒 アフリカの共同研究班は,

発足当初か ら,海 外学術調査を目標に,

*国 立民族学博物館第3研 究部

組織的な研究活動を続けてきたのである。

　 1.2　予備調査

　昭和52年4月,研 究代表者和田正平は

文部省科学研究費補助金の交付を受け,

7月 から8月 にかけての2カ 月間,ナ イ

ジェリア,カ メルーン,中 央アフ リカ,

ザイール,ケ ニア,ス ーダンのアフリカ

6力 国を訪問し,予 備調査をおこなった。

具体的には,各 国駐在 日本大使館の協力

による情報収集,現 地政府機関な らびに

大学および研究機関との折衝による本隊

の入国,査 証,調 査許可,携 行器材の通

関等に関する正式手続きの確認,本 隊の

調査地域を選定するための予察,わ が国

で入手困難な現地資料の収集等が主なる

任務であった。

　 さて,予 備調査を実施 した状況から判

断すると,ナ イジェリア国は物質文化の

研究にとって,も っとも興味深い国のひ

とつであったが,西 アフリカ随一の高物

価の国であり,ホ テル事情も悪く,現 地

内に有力な支援拠点をもたないかぎり,

経済的に破たん し,長 期滞在はかなり無

理な状況にあった。

　 カメルーン国においては,す でに日本

の学術調査隊が受け入れ られてお り,東

京外国語大学(A・A研)と の学術文化協

定により,国 立民族学博物館がおこなう

学術調査に関して も同様な手続きをおこ

な うことが確認された。調査に関しては,

共同研究班で論議された西カメルーンを

対象地域とし,Bamun族,　 Bamileke族

等の諸資料を収集 した。

　 中央アフリカ帝国は,外 国人の入国に

対して厳 しい監視体制をひき,調 査に対

して折衝の窓口も用意されてなく,大 学
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の組 織 も未 整備 で あ った。 こ こで は,現

地 の カ トリ ック ・ ミ ッシ ョンを通 じて,

地 域 共 通 語 と して 重 要 な サ ンゴ語 に関 す

る諸 資 料 を 収 集 した が,本 格 的 な調 査 は

きわ めて 困 難 な 状 況 に あ った。

　 ザ イ ー ル につ い て は,京 都 大 学 が政 府

所 管 の研 究 所1.R.　 S.(Institut　 pour　 la

Recherche　 Scientifique)と 緊 密 な協 力

関係 に あ り,現 地 調査 も進 展 し て い る

ので,北 部 地 方 の 簡 単 な 予 察 に と ど め

た。

　 ケ ニ ア につ いて は,首 都 ナ イ ロ ビに 日

本 学 術 振 興 会 の 「ア フ リカ地 域 研 究 セ ン

タ ー」 が あ り,上 田将,佐 藤 俊 両 駐 在 員

か ら詳 細 な 現 地 情 報 を 聴取 した。 当初,

ケ ニ ア の調 査 地 と して は北 部 の ツ ルカ ナ

ラ ン ドが あ げ られ て い た が,既 に この年

(昭 和52年),一 橋 大学 の 「東 ア フ リカ ・

環 ヴ ィク トリア湖 地域 の エ ス ノ ヒス トリ

ー手 法 に よ る総 合 社会 調査 」 が お こな わ

れ てお り,翌 昭 和53年 度 に は,京 都 大学

の 「ケ ニ ア北 部 乾燥 地 域 に お け る遊牧 民,

農 牧 民 の 生 態 人 類学 的研 究 」 が 予 定 され

て いた の で,国 立 民族 学 博 物 館 と して は,

調査 地 域 の 重 複 を避 け,当 分 の あ いだ 資

料 の乏 しい西 ア フ リカ の 調査 に集 中す る

とい う共 同研 究 班 の 計 画 を あ らた めて,

現 地 で 確 認 す る こ とに な った 。 した が っ

て,ス ーダ ン南 部 も,上 ナ イ ルの ジ ュバ

を 中心 にDinka族 の 居 住 地 域 を予 察 し

た が,こ の 地 方 も将来 の調 査 予 定 地 と し

て残 し,ま ず は,ハ ル ツ ー ム大 学 との 学

術 出版 物 の 交 換 を お こな い,文 献 資 料 等

の収 集 につ と めた の で あ る。

　 1.3　 調 査 国 の選 定

　 この よ うな 予 備 調 査 の結 果 に もとづ き,

カ メ ル ー ン国 は予 定 どお り,第1次 調 査

の対 象 国 と して 計 画 にのせ る こと にな っ
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た が,ナ イ ジ ェ リア国 の 調査 が困 難 な た

め,西 ア フ リカの ギニ ア湾 沿 岸 諸 国 の う

ちか ら,も う1力 国 新 しい 調査 国を 選 定

す る こ とにな った 。 幸 い に して,研 究 代

表者(和 田)は ナ イ ジ ェ リア滞 在 中,日

本 大 使 館 か らベニ ン国 に関 す る最 新 の 情

報 を得 て い た こ と と,以 前 か ら親 交 の あ

った人 類 学 民 族 学 国 際 研 究連 盟 副 会 長,

F.N.　 Agb16mangon博 士 が ユ ネ ス コ駐

在 トー ゴ共 和 国大 使 で あ り,こ の 国の 入

国 や 調査 許可 等 につ いて 打診 す る ことが

可能 で あ ったの で,ト ー ゴ ・ベ ニ ン両 国

を新 しい 調査 国 と して 選 定 し,正 式 な 折

衝 を 開始 した。 その 結 果,昭 和52年12月,

トー ゴ 国文 部 省 か ら本 博物 館 長梅棹 忠 夫

あ て に,公 式 の 承 諾 書 が 届 き,本 調 査 隊

を受 け入 れ るむ ね,解 答 を よ せ られ た 。

した が って,期 間 内 に承 諾 の返 書 が こな

か った ベ ニ ン国を 断 念 し,第 一 次 調 査 は

トー ゴ 国 とカ メル ー ン国 に 集 中す る こ と

と決 定 した ので あ る。

　 1.4　 現地 研 究 者 の招 へ い

　 さて,カ メ ル ー ン国 につ い て は,研 究

分 担 者 端 信 行 と江 ロー 久 が 東京 外 国語 大

学(A・A研)の 調 査 隊 員 と してす で に野

外 調 査 を 実施 し,現 地 事 情 に 詳 しか った

が,ト ー ゴ 国 は 日本 人 にな じみ が薄 く,

在 外 公 館 は もち ろん,商 社 の駐 在 員 事 務

所 もな く,西 ア フ リカ に お いて,も っ と も

情報 の少 な い 国の ひ とつ で あ っ た。 そ こ

で,緊 急 に資 料 を収 集 す る必要 にせ ま ら

れ た が,時 宜 を え て 昭 和53年3月,日 本 学

術振 興 会,発 展 途 上 国 科 学 協力 事 業 に よ

り,ト ー ゴ 国大 使F.N.　 Agb16mangon

博士 を本 館 に招 へ い す る こ とが可 能 にな

った。 これ は,ト ー ゴ国 の 現地 調査 を前

に最 高 の指 導 者 か ら じか に,現 地 事 情 を

聴 取 で き る絶 好 の機 会 とな り,滞 在 期 間
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中,「 トーゴ国の総合的展望」等 の講 義

をはじめ,共 同研究班主催の講演 「口頭

伝承に関する社会学的研究」を快諾され,

出身のEwe族 の資料を公開された。 ま

た,現 地調査の便宜供与を目的に,本 国

の友人および関係各位に紹介の労をとら

れ,現 地の受入れ態勢を整えて くれた。

以上の準備段階を経過して,昭 和53年4

月,文 部省科学研究費補助金による本調

査の採択が内定 し,隊 員構成,調 査日程

等の最終的なつめに入ったのである。

2.調 査 の 目的 と内容

　2.1　 調査の目的

　本調査は,熱 帯アフリカに特有な物質

文化を重点的に調査し,民 族誌学的方法

にもとづき,物 質文化と部族社会との有

機的な関連性をあきらかにするとともに,

対象とする4つ の文化領域 すなわち,

西スーダ ンおよびギニア湾沿岸文化領域,

東スーダン文化領域,コ ンゴ文化領域,

東アフリカ牛牧文化領域の文化複合につ

いて比較考察 し,熱 帯アフリカ全体の文

化を構造的に把握し,実 証することを目

的としている。

　熱帯アフリカとは,北 回帰線と南回帰

線にはさまれた約2000万 平方キロメート

ルにおよぶ大陸の中央部をさし,生 態学

的にはサバ ンナと森林が優勢な植生とし

て環境を支配 している。 しかしながら,

北部ではステップか ら世界最大のサハ ラ

砂漠へ連続 し,南 部はカラハ リ砂漠に接

するため,周 辺では乾燥地帯の影響をつ

よく受けているのが特徴である。調査対

象に設定した西スーダ ンおよびギニア湾

沿岸文化領域 東スーダ ン文化領域 　コ

ンゴ文化領域 東アフリカ文化領域は,

ハースコヴィッッが設定 したアフリカ文

化領域に従っているが,お おむね熱帯ア

フリカに位置しており,一 般的にも理解

されている区分である。

　熱帯アフリカの住民は,ほ とんどがニ

グロイ ドであり,言 語の構造,身 体的特

徴,地 域分布にもとついて,ギ ニア型,

スーダン亜型,ナ イル型,バ ンツー型,

エチオピア型に分類されているが,こ の

人種分類は文化領域とはかならず しも一

致 しない。ニグロイ ドの文化については,

最近,ハ ースコヴィッツの領域設定がい

く分修正されて,(1)モ ロコシ,マ メ等の

雑穀を主とするスーダン農耕文化,② イ

モ類を主とするギニア農耕文化,(3)マ ニ

オク・トウモロコシ等を主 とするコンゴ

大森林周辺の農耕文化,(4)ウ シを主とす

る東アフリカの牧畜文化等に類型化され

ることが多いが,不 確定な部分が多 く,

範囲も曖昧である。

　2.2　 調査の内容

　 このような熱帯アフリカの諸文化を全

体的に把握 しようとする場合,た しかに

栽培作物や飼養家畜は重要な指標にちが

いないが,そ れにともない,具 体的な物

質文化や技術体系,部 族社会との関連に

ついては,ほ とんど言及されず,抽 象的

な概念操作によって設定されている。そ

れは物質文化の資料が基本的に不足 して

いるところに大 きな理由があり,統 一的

な方法論によって収集されていないから

である。すなわち,文 化領域,文 化項目

の分布状況の問題ではな く,製 作技術,

使用形態,伝 播経路,系 統性,そ して認

識体系を含む文化複合の追求であり,方

法としては,物 質文化の綿密な民族誌的

記述と同時に,社 会との有機的関連にお

ける意味分析が必要になる。この手続が,

熱帯アフリカにおけるニグロ文明を究明
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する基本であり,本 調査が物質文化をと

りあげる目的にほかならない。以上,本

調査における研究対象 としての4つ の文

化領域について,そ れぞれの特徴的文化

項目をあげれば次のとおりである。

4つ の熱帯アプリ力文化領域と

　　　 特徴的文化項目

西 ス ーダ ン文 化 領 域 お よ び ギ ニ ア湾 沿

岸 文 化 領 域 〈王 国 形成 に と も な う農 耕

文 化 〉

　 神 像,マ ス ク,造 形 美 術,工 芸 品,

　 金 属 細 工,織 物,刺 繍,テ ラコ ッタ,

　 バ ラフ ォ ン,ヒ ョウタ ン器,イ ス ラ

　 ムの伝 統 的 衣 服,帽 子,ゾ ウ リ,イ

　 ス ラム の木 板,円 型 住 居,弓 。

東 ス ー ダ ン文 化 領 域 くス ー ダ ン農 耕,

漁撈文 化 〉

　焼 畑 農 具,漁 具,採 集 具,葦 舟,牧

　 畜用 具,槍,楯,鼻 飾 り,脚 輪,墓

　 標,ク ラール,刃 剣,枕,土 器,発

　 火 用 具,テ ン ト,運 搬 用皮 袋,石 臼

コ ンゴ文化 領 域 く森 林 地 帯 農耕 文 化 〉

　仮面,彫 像,装 飾 品,儀 礼 用 具,楯,

弦 楽器,木 製 太 鼓,遊 具,鉄 製 の鍬,

　 ナイ フ,婦 人 の 結 髪,張 り出 し丸 木

舟,縫 合 ボ ー ト,バ ス ケ ッ ト リー,

罠

東 ア フ リカ牛 牧 文 化 領域 く牛 牧 ・農 耕

複 合 文 化 〉

　 牧 畜 用 具,皮 製 品,皮 袋,ヒ ョウタ

　 ン器,木 器,ふ い ご,ビ ーズ 細 エ,

　 象 牙 腕 輪,刃 剣,槍,楯,腕 締 具,

　 指 ナ イ フ,腰 か け,酒 造 具,髭
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'3
.調 査 経 過

　 3.!隊 員 構 成

　 隊 長 　和 田正 平 　国 立 民族 学 博 物 館

　 隊員 　 端 　 信 行 　 　 　同　 　上

　 　 　 　江 ロー 久 　 　 　同 　 　上

　 　 　 　森 　 　 淳 　 大 阪 芸術 大学

　 　 　 　和 崎 春 日　 日本学 術 振 興 会

の5名 よ りな るが,各 隊員 の主 要 調 査 国

に した が い,ト ー ゴ班(和 田 ・江 口),カ

メル ー ン班(端 ・森 ・和 崎)の 分 担 組 織 に

し,現 地 にお け る責任 体 制 を あ き らか に

した。 各 班 に お け る現地 政府 機 関 との 折

衝 の経 過 は次 の とお りで あ る。

　 ま ず,ト ー ゴ班 の ば あ い は,調 査 は大 統

領府 で認 可 され,文 部省 か ら正 式 許 可 証

が発 行 された 。 便 宜 供 与 は国立 科 学 研 究

所(Institut　 National　 de　la　Recherche

Scientifique)の 所 長Sossah　 Kounou-

tcho氏 の 好 意 に よ り,図 書 館,研 究 室 の

利 用,お よ び,2週 間 に わ た る ジ ープ の

貸与 等,友 好 的 にお こな わ れ た。

　 ま た,カ メ ル ー ン班 の ば あ い,国 立 科

学 技 術 調 査機 構(OMce　 National　 des

Recherches　 Scientifique　 et　Technique

略 称ONAREST)に 分 属 す る 人 文 科

学 研 究所 が,受 入 機 関 と な り 所 長S.

Ndoumb6　 Manga氏 か ら全 面 的な 協 力

を 受 け て,調 査 は きわ め て効 率 よ く実 施

され た。 と くに,同 研 究 所 のSoh　 puis

Bejeng氏 を本 調査 隊 に 参 加 させ ,西 カ

メル ー ンに お け る調 査 に 協 力 させ た こ と

は,学 問 の 国 際交 流 か らい って 有 意 義で

あ り,カ メ ル ー ン班 は同 氏 を現 地 参 加 の

研究 分 担 者 と して,文 部 省 に追 加 申請 を

し,隊 員 と して 登 録 した ので あ る。
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　 3.2行 動 記 録

　 トー ゴ班

昭 和53年9月1日 ～4日

Parisに て,ト ー ゴ 国 の ビ ザ 取 得,・F.

N.　Agb16mangon　 i$士 を 訪 問 。

9月5日 ～11日

図1



　象 牙 沿 岸 国 の首 都Abidjanに 到着,

　北 部 州,Korhogoに てSenufo族,

　Dyula族 の機 織,鍛 冶屋 を調 査,中

　部 州Agni族 の 村 落 生 活 を視 察 。

9月12日 ～19日

　 トー ゴ 国の 首 都Lom6に 到 着 。 調 査

　 許可 取 得 の た め 事 務 折 衝 開始,国 立

　 科学 研 究所 長Sossah氏,文 部 次 官

　Blakim6氏 訪 問。

9月20日 ～28日

　 Lom6周 辺 の農 村,漁 村 の 予備 調 査,

　 お よび 国立 図 書 館 にて 自然環 境 農 業

　 概 況 の資 料 収 集,コ ピー作 成。

9月29日 ～10月16日

　 西 部丘 陵地 方 の 農 業 概 況,お よ び市 場

　 活 動 の 調査 。Kpalim6,　 Atakpam6,

　 Nots6を 一 周踏 査 。

　 オ ラ ンダ の 法 人 類学 者Rouveroy氏

　 か ら北 部 サバ ンナ地 方 の 現 況 を 聞 く。

　 長 距 離 踏査 旅 行 の 準 備 。

10月17日

　 中部 地方Blitta,　 Sokode方 面 の予 察,

　 Kotokoli族 のUro(王)と 会 見,　Gbu・

　 uro村 にお いて 農 業 概 況 の 予備 調 査 を

　 お こな う。

10月20日

　 中部 地 方Bassariの 村 にてFulbc族

　 の家 族 を訪 問。 方 言 調 査 を お こな う。

　 Kpasa村 にてFulbe族 集 落 の 予察 。

10月23日

　 Kara地 方 の 州 都Lama　 Karaに お け

　 る 国 際 ア フ リカ法 協 会 主 催 の 「Semi-

　 naire　 sur　Reforme　 Agrof()nciere」

　 出席 。 にKabr6族 の市 場 調 査 。　Kpa-

　guda,　 Kantc,　 Nadobaを 踏 査 し,

Kabr6族,　 Losso族,　 Lamba族,

　Tamberma族 等 の 部 族 分 布 の状 況 に

　 関 して,Extensiveな 調 査 を お こな う。
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　 政府 計 画 農 村(Pr()ject　 F.E.D.)に お

　 いて,米 作,酪 農 の 実 験農 場 の視 察 。

11月1日

　 北部 サバ ンナ州Dapango市,　 Kombol

　 Loogo地 区 にお いてFulbe族 の 予備

　 調 査。

11月5日

　 沿 岸 州 に もど り,国 立 科 学 研究 所 との

　 共 同研 究 。 この間,R.P.T.(ト ー ゴ人

　 民 連合)の 全 国会 議 に 出席 中のF.N.

　 Agb16mangon博 士 お よ びG.　 Balan-

　 die教 授 との懇 談 会 に 出席 。

11月16日

和 田 は カ ラ州 のKante県Wartema

　 地 区 にてTambcrma族 の 民族 学 的 調

　 査 を 開始,江 口 はサバ ンナ州Dapango

　 県,Kombol　 Loogo地 区 にてFulbe

　 族,Moba族 の民 族 学 的 調査 を 開始,

　 併 行 して トー ゴ北 部 を 中心 に,土 器,

　 木 器 類 の収 集 に従 事 。

11月30日

　 Ewe族 の地 方 都 市Assahonに お い て

　 儀 礼 用織 布,樹 皮 布 等 を収 集 調 査。 こ

　 の間,海 外 収 集 調 査 に従 事 して い る小

　 川 了氏 が合 流,国 立科 学 研 究 所 にて 収

　 集 した 標 本 資料 の 整理,梱 包,発 送 。

12月14日 ～ 昭和54年1月31日

　 和 田,江 口 はそ れ ぞ れ北 部 の カ ラ州,

　 サ バ ン ナ 州 の 調 査 基 地 に も ど り,

　 Tamberma族,　 Fulbe族,　 Moba族

　 の民 族 学 的 調 査 を継 続 。

2月1日 ～3月4日

　 和 田 はAtakora山 系 の生 態学 的 調査,

　 お よびNadobaに お け る市 場 活 動 の

　 調 査,江 口 はFulbe族 の 方言 調 査 と

　 口頭 伝承 の採 集。

3月5日

　 和 田,江 口Kanteで 合 流。
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3月6日

　 トー ゴ班,ト ー ゴ政 府機 関 関係 各 位 に

挨 拶 。

3月12日

　カ メ ル ー ン入 国,Douala経 由 にて 首

都Yaound6に 到着,江 口 は北 部 の

Marouaに てFulbe族 の補 足 調 査,和

田 はDoualaに てBamun族,　 Bami-

Ieke族 の 商業 活 動 に つ いて 聞 き こ み

調 査,江 口 は同所 長 に調 査 報 告 書 を提

出,ONARESTの 人 文 科 学 研 究 所 長

S.Ndoumb6　 Manga氏 に挨 拶。

3月22日

和 田,江 口,Paris経 由 にて帰 国。

図　 2
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　 カ メル ー ン班

昭和53年9月1日 ～4日

　 Parisに て,カ メル ー ン国 の ビザ 取 得。

　 F.N.　 Agb16mangon博 士 訪 問。

9月5日

　 カ メル ー ン入 国。Douala経 由 にて 首

　 都Yaound6に 到 着 。ONAREST人

　 文 科 学 研 究 所 長S.Ndoumb6　 Manga

　 氏 に挨 拶,同 氏 を 通 じてDirecteur

　 G6n6ral　 F.　A.　Gan(lji氏 と会 見,調

　 査 許 可 証 を 取 得。

9月12日

　 Yaound6か らDoualaに も ど る。 調

　 査 基 地 の 設 営 準備,Douala周 辺 の 予

　 備 調 査 を お こな う。

9月17日

　 北 西 部 州 の 自然 環 境,農 業概 況 の調 査 。

　 州 都Bamendaに カ メル ー ン班 の連 絡

　 基 地 を 設 営。

9月26日

　 Bali,　Batibo,　 Bamessing等 の諸 地 域

　 にお い て,端 は農 業地 理 学 的 調 査 をお

　 こな い,森 は土 器 製作,地 質 の予 察 を

　 お こな う。

10月3日

　 端 はBamenda北 方 約15　kmのNge-

mba系 チ ー フダ ム,　 Mankon地 区 に

　 調査 基 地 を 設 営,民 族 学 的 調 査 を 開始

　 す る。 森 は,Bemenda地 区 にて 土器,

　 織 物,鋳 造,ラ フ ィア細 工等 の 調査 を

　 開始 す る。

10月26日

　 和 崎,カ メル ー ン入 国。端 は,Yaound6

　 に とび,和 崎 の調 査 許 可 証 取得 お よ び

　 調 査 方 法等 につ いて 指 導,Douala経

　 由でBamenda入 りを はたす 。

11月7日

　 和 崎 はFoumbanに てBamun族 の
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　 都 市 宮 廷文 化 に つ いて 補足 調査 を お こ

　 な う。

端 はMankon地 区 に もど り,調 査 を

　 継 続。

ユ1月2ユ日

　 和 崎 はFoumbanか ら北 東 約20　 km

　 のBamun系 のManki村 にて 民 族学

　 的調 査 を開 始 。

昭和54年1月14日

　 この間,端 は中 央 ア フ リカ帝 国 の首 都

　Banguiに とび,　Banda族 の 予察 を お

　 こな う。

1月15日

　端,森,和 崎 はBamendaに て隊 員 会

　議 を ひ らき,情 報 交 換 をお こな う。

1月17日

　隊 員 はそ れ ぞ れの 調 査 基地 に復 帰 し,

　調 査 を継 続 。

1月25日

　端,森 は北西 部 州 をお お うカ メ ル ー ン

　 ・グ ラス ラ ン ド諸 地 域 を結 ぶ リ ング ・

　 ロー ドを踏 査,Tikar系 チ ー フ ダ ム,

　Kumbo,　 Banso,　 Nkambe等 を 中心

　 に,端 は ヤ ム ・ベ ル トを め ぐる栽 培 作

　物 の 調査,森 は,土 器 製 作 の比 較 調 査

　を お こな う。

1月31日

端,和 崎 は それ ぞ れMankon,　 Manki

　地 区 にて 調 査 を継 続,こ の 間,森 は南

西 部 州 の諸 地 域Lom6,　 Kumba,　 Ma・

mf6等 を ま わ る。

2月15日

端,森,調 査 基 地 徹収,Doualaに て資

　料 整 理,調 査報 告 書 の 作 成。

2月20日

和 崎,調 査 基 地 徹 収 。

2月23日

端,森,和 崎,Yaound6に 集 合,　 S.
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Ndoumb6　 Manga氏 に挨 拶,　 O　NA.

RESTに 調 査報 告 書 を提 出。

2月27日

端 はDouala,　 Paris経 由 にて帰 国(3

月4日)。

和 崎 はケ ニ ア入 国,首 都Nairobiに て

文 献 資 料収 集 後 セ イ シ ェル ス 経 由 に て

帰 国(3月10日)。

森 は,沿 岸 地 方 にて補 足 調査 後,Paris

経 由 にて 帰 国(3月12日)。

　3.3　 調 査 事 項

　 調 査 は まず,「 物 質 文 化 調査 票」 に も

とつ く共 通 調 査 と,専 門 的 立 場 か らお こ

な われ る特 殊 調 査 に わ け られ る。 前 者 は,

比 較 研 究 の た め の統 計資 料 を集 積 す るの

が 目的 で,調 査 項 目に した が い,各 対 象

部 族 の住 居 空 間 にお け る生 活 用 具 を記 録

す る一般 調査 で あ る。 す なわ ち,「 物 質

文 化 調 査 票 」 は次 の項 目 か ら成 りた って

い る。

　 No　 1.　Face　 sheet:Country,　 Regiopl

　 　 　 　 District,　Village/Town,　 Ethnic

　 　 　 　 Group,　 Family(Na皿e,　 Sex,

　 　 　 　 Age,　Status),Date,　 Recorder,

　 　 　 　 Code.

　 No2,　 Location　 of　Huts　 in　Com-

　 　 　 　 pound.

　 No　 3.　Material　 Gulture:Name,　 Lo・

　 　 　 　 cal　Name.　 Material(s)1),2),

　 　 　 　 3),4).Maker,　 Means　 of　Ac・

　 　 　 　 quisition・Price・User,s　 name

　 　 　 　 (Sex,　Age,　 Status)・Usage・

　 　 　 　 Plan&Side　 Views.　 Name　 of

　 　 　 　 Parts(cm)・Sketch・

　 この 調 査 を基 礎 に,各 自 の分 担 した 対

象 部 族 を 中 心 に,民 族 誌 的 資 料 の 収集 に

つ とめた 。 と りわ け,今 回,専 門 的 立場

からの特殊調査として分担 した各自の主

要テーマは凍のとおりである。

　政治

　Bamun族 の王権組織一 和崎

　Ngemba族 の首長制一 端

　経済

　 Fulbe族 の農牧経済　　江口

　 Tamberma族 の農牧経済一 和田

　 Mankon地 域の経済変化一 端

　 Bamun族 の商業活SU-一一和崎

　 農耕技術

　 Ngemba族 の農耕技術一 端

　 Tamberma族 の生業形態一一和田

　 酒 ・油

　 Tamberma族 のソルガム酒製造

　　　　　　　　　　　　　　　　和田

　 Bamun族 のパームオイル製造法一一

　　　　　　　　　　　　　　　　和崎

　 家屋,集 落

　 Tamberma族 の住居形態　　1和崎

　 Bamun族 の住居形態　　和崎

　 Ngemba族 の集落　　端

　 宗教,儀 礼

　 Tamberma族 のフェティシズムー

　　　　　　　　　　　　　　　　 和田

　 Moba族 の葬送儀礼　 　江口

　 Islamの 宗教組織一 和崎

　 Moba族 の傷痕一 江口

　 Tamberma族 の傷痕　　和田

　 Ngemba族 の結社　　端

　 仮面,祭 事具

　 Ngemba族 の仮面製作　　端

　 Foumbanの 仮面製作　　和崎

　 Ngemba族 の祭事具　　端

　 Bamessing地 域の王宮行一$一一 森

　 土器

　 Moba族 の土器製作　　江口

　 Tikar族 の土器製作　　森
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　西カメルーンの土器分布　　森

　説話

　Fulbe族 の説話　　江口

　Tamberma族 の説話　　和田

以上,共 通調査,特 殊調査 ともに,資 料

の整理および,分 析結果に応じて,「 国

立民族学博物館研究報告」,そ の他 関係

学会等に発表する予定であるが,ま ずは,

調査地域の概況をのべて,調 査結果の予

報としたい。

4.調 査結 果一 予報 一

　 4.1　 トー ゴ北 部 の概 況

◎ 自然 と農業

　 トー ゴ は,日 本 で は ほ とん ど知 られ て

い な い国 な の で,ま ず,全 体 の 概 況 を 述

べ,つ いで,南 部 との 比較 にお いて 北 部

の特 徴 をあ き らか に した い。

　 この 国 は西 ア フ リカ で もっ と も小 さ い

国 の ひ と つで,面 積 は56000平 方 キ ロメ

ー トル,ギ ニ ァ湾 に面 し,間 口が 狭 く,

東西 の幅 が平 均140キ ロメ ー一　"ル,奥 行

き は長 く,約530キ ロメ ー トルで,回 廊

の形 を な して い る。 東 は ベ ニ ン,西 は ガ

ーナ,北 はオ ー ト・ヴ ォル タ に囲 まれ,

人 口は202万 人(1971年)と いわ れ る。

　 気 候 は,北 緯9。を 境 に漸 進 的 に か わ る

が,南 部 は,熱 帯 雨林 と接 続 し,赤 道 型

気 候 に属 す る。 た だ し,年 降雨 量 が750

ミ リで,西 ア フ リカ と して は少 な く,い

くぶ ん過 しや す いの が 特徴 で あ る。 沿 岸

地 帯 で は雨 季 が2度 あ り,5月 か ら7月

にか けて と,さ らに10月 前後 に 急 に湿 度

が高 くな り,集 中的 な降 雨 に み ま わ れ る。

北 部 はサ バ ンナ性 気 候 で,雨 季 は1度,

5月 か ら10月 まで の 長 期 にわ た る。12月

か ら1月 は,サ ハ ラ砂 漠 か ら乾燥 した 熱

風 ハ リマ タ ー ンが 吹 くの が 特 徴 で,暑 さ
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が きび し く,オ ー ト ・ヴオ ルタ に 近 い

Dapango近 辺 で は34℃ の 日が続 く。

　 した が って,農 業 も,南 部 はマ ニ オ ク

Manih・t　 escugenta,ヤ ムDi・sc・rea　SPP.,

タ ロXanthosoma　 maLffafa等 の根 栽 類 が

多 く,北 部 で は ミ レ ッ トPenniseteem　spp・,

ソル ガ ムSorgham　 spp.,フ ォニ オ1)igi一

彦α磁 爾 傭 等 の 雑 穀 類 が主 流 にな る。 ソ

ル ガ ム は,特 にLama-KaraとKante

の あ いだ を 南 西 に は し るAtakora山 系

の北 側 に広 が るサバ ンナ地 帯 にお い て,

さか ん に栽 培 され て い る。 米 は,生 産 量

は少 な い が,南 部 に か ぎ らず北 部 で も栽

培 され て いて,湿 潤 地 域 で は二 毛 作 の と

こ ろ もあ る。 また,さ つ ま い もの栽 培 は

トー ゴ全 域 で み られ た 。 換金 作 物 で 注 目

され るの は,綿 花 の栽 培 で,Atakora山

系 の 一帯 で は重 要 な 現 金 収 入 に な って い

る。 豆 類 は,さ さげVigna　 sinensis一が ト

ー ゴ全 域 にお いて 栽 培 され ,食 用 に さ れ

て い るが,バ ンバ ラ ・ビ ー ンVoandeeia

subterraneaは 北部 が産 地 で,●Moba族 の

伝 統 的 な作 物 で あ る。 豆 科 の樹 木 と して

は,ネ レVi8na　 bi810bosaが 重 要 で,北

部 の サバ ンナ で はバ オバ ブ とな らん で保

護 され て いた。 トー ゴ は,生 態 学 的 に は

沿 岸 地 方 まで サバ ンナ がせ ま って い るが,

栽 培 植 物 か らす れ ば,南 部 はギ ニ ア農 耕

の文 化 領 域 に属 し,北 部 は あ き らか に ス

ーダ ン農 耕文 化 領 域 に位 置づ け られ るの

で あ る。

◎ 言 語 と部族 の分 布

　 さて,言 語 と部 族 の分 布 面 か らい って

も,こ の 国 は,未 開 なFazaoの 無人 地

帯 を境 に,か な り明瞭 な差 異 が認 め られ,

南 部 は ギ ニア型,北 部 は スー ダ ン型 の人

種 的特 徴 を示 し,言 語 学 的 に は,前 者 が

Kwa語 系,後 者 がVolta系 と総 称 さ
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れ る。 す な わ ち,南 部 は 大 部 分,Ewe

Ouatchi,　 Mina等 の諸 族 に よ って 占 め

られ,隣 接 す る ガ ー ナか らFon族,東

方 の ベ ニ ン,ナ イ ジ ェ リア か らYoruba

族 等 が流 入 して くるが,そ もそ も,Ewe

族 自体 がOyo　 Yorubaの 子 孫 と いわ れ,

これ らは17世 紀 末 以来,ギ ニ ア湾 沿 岸 部

に続 く,通 時 的 な 移 動 と して と らえ られ,

共 通 の文 化 の にな い手 と して この地 域 を

構 成 して い る。

　 他方,北 部 はオ ー ト・ヴ ォル タ を南 下

して きた部 族 が多 く,Bassari,　 Gangan,

Gurma,　 Komkomba,　 Moba,　 Tamber.

ma,　 Tchambe等 がParagurma系,

Kabr6,　 Lamba,　 L、osso,　Naudemba,

Ntribu,　 Temba等 がTem-Kabr6系 と

い われ る。 た だ し,Sansann6　 Mango

地 方 に は,18世 紀,象 牙 海 岸 か ら移 動 し

て きたTyokossi族 が い て,今 もKwa

語 群 のBaule語 系 統 の 言 語 を 話 して い

る。 そ の ほか,故 国(ベ ニ ン)を 離 れ,

トー ゴで 孤 立 した 言 語 と して,Bariba

語 とBusa(Boussa)語 が あ る。 ま た,

地 域性 を ほ とん ど もた な い 言 語 と し て

Peul語(Fulbe語),　 Hoausa語,　 Dje-

rma語 等 が あ り,使 用者 は各 地 に分 散 し

て い る。

　 しか しなが ら,D,　 Westerman以 後,

この方 面 の 研 究 はあ ま り進 展 して お らず,

中 部 山岳 部 族 のAdele,　 Akposso,　 Ahlo

等 は,Togo-Restsprachenと 呼 ば れ た

よ うに,現 在 も不 明 な部 分 が多 い。 と く

に,ガ ー ナ と の国 境 附近 に分 布 す る言 語

は,方 言 とい われ,使 用 範 囲 も狭 く,言

語 間 の 上下 関 係 も あ いま い で あ る。 この

よ うに,現 在,ト ー ゴで は方 言 を 含 め て

50以 上 の言 語 が話 され て い る とい うが,

それ ぞ れ の言 語 を個 別 に地 図 に あ らわ す

の は,き わ めて む ず か しい。 同様 に,部

族 分布 もR.Cornevinの 手 引 き書 の よ

う に,お お まか な 面 で は把 握 され て い る

が,資 料 が乏 し く,精 密 な地 理 学 的 な 境

界 を描 く こ とは不 可 能 に近 い。 た だ,第

1次 大 戦 後,フ ラ ンス植 民 地 当局 が人 口稠

密 な北 部 のKabr6族,　 Losso族 を集 団

移 住 させ た 中部 のAtakpame,　 Sokode

方 面 の居 留 地,Bassari族 の 領域 を開 拓

したKabr6族 の 土 地,隣 国 ベ ニ ン(当

時 はダ ホメ ー)のParahoue地 方 か らモ

ノ川 東 方 へ 集 団入 植 し たEhue族 の 領

域 等 につ い て は境 界 が 比 較 的 明 瞭 に わ か

ってい るよ うだ。 しか し,い ず れ に して

も,複 数 部族 の共 生 地 域 が ふ え,南 北 の

地域 差 も しだ い に薄 れ る傾 向 にあ る。

　 な お,ト ー ゴ は公 用 語 と して フ ラ ンス

語 が普 及 して い るが,こ こ に も有 力 な 部

族語 を ひ ろ め よ う とす る運 動 が あ り,南

部 のEwe語,北 部 のKabr6語 が 国

営放 送,ラ ジオ ・トー ゴ,日 刊 新 聞,ト

ーゴ ・プ レス にお いて 部 分 的 に使 用 され

て い る。 この ば あ い,Ewe語 は 既 に植

民 地時 代 初 期 か ら,教 会 中 心 に 文 字 化

が 推進 さ れ,地 域 的 なLingua　 Franca

と して 根 づ く地 盤 が 成 立 した が,Kabr6

語 は放 送局 が 設 置 さ れた 北 部 のLama

Karaを 中心 に,最 近Ewe語 とな らぶ

有 力言 語 と して 研 究 が 進 め られ,普 及 に

つ とめ られて い る言 語 で あ る。

◎ 物質 文 化 の特 徴

　 さて,南 部 と北 部 を わ け る文 化 的 特 徴

のひ とつ は,宗 教 で あ ろ う。16世 紀 か ら

ヨー ロ ッパ人 が渡 来 した ギ ニ ア湾 沿 岸 地

帯 で は,最 初,Anecho附 近 で ポ ル トガ

ル人入 植 者 が,カ トリ ックの布 教 を は じ

あ,つ いで,1840年 ドイ ツが キ リス ト教 ミ

ッ シ ョ ンを この地 に送 り こん で,教 化 拡
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大 した 。Ewe族,　 Mina族 に キ リス ト教

信 者 が 多 い の は このた めで,首as　 Lom6

に は,壮 大 な 教 会 が あ る。 と ころ が,

北 部 は,伝 統 的 に イ ス ラ ム教徒 の勢 力 が

つ よ く,中 部 のKotokoli族 も神 聖 王,

Uro　 Esoが 改 宗 して モ ス クを つ くり,第

1次 大 戦 後 も キ リス ト教 を入 れ な か った

と い う。 北部 に教 会 が で きた の は最 近 の

こ とで あ る。

　 また,集 落形 態 を比 較 す る と,ヴ ォル

タ川 とモ ノ川 に は さ まれ た 南部 の沿 岸 地

帯 に居住 す るEwe族,　 Uatthis族 は家

屋 を密 集 させ て村 を つ くるが,北 部 の サ

バ ンナ地 方 で は,Moba族,　 Gurma族

の よ う に,家 屋 の あ い だ に距 離 が あ り,

散 居 制 が 多 い。 ア タ コ ラ山地 に適 応 した

Kabr6族 やLosso族 は,斜 面 を利 用 し

た 階 段 耕 作 を お こな い,や は り散居 制 で

あ る。

　 一 般 に,中 部 か ら北 部 へ か け て分 布 す

る 山地 民 は,住 居 に く らべ て 衣 服 が ほ

とん ど 発 達 せ ず,フ ラ ンス 統 治 時 代,

Kabr6族 は腰 布 だ けで あ った し,　Tam-

berma族 は独 立 直 前(1960年)ま で ,裸

族 にひ と しか った とい う。1825年,南 下

した イ ス ラム教 徒 が 中部 地 方Kotokoli

族 のな か に定着 し,足 踏 み式 の織 機 を も

ち こみ,織 物 の技 術 を 伝 え た と い わ れ

る が,衣 服 は主 と して イ ス ラ ム 化 し た

Kotokoli族 の 正 装 と して 普 及 した よ う

だ。 南 部 で は,Assahunの 機 織 が 有 名 で,

帯 状(約10cm)の 布 地 をつ な ぎあ わせ

て一 枚 の織 物 に仕 上 げ る。 す なわ ち,小

幅 の無 地 や た て 縞 の布 に,地 の部 分 と交

互 に,あ る い は連続 して色 彩 豊 か な よ こ

縞 や単 純 な 幾 何 学模 様 をパ ッチ ・ワ ー ク

風 に織 り こん で い るの が 特徴 で あ る。現

在 で は,飛 び拝 装 置 を もった 高 機 も あ
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り,仕 事 場 はな か ば観 光 化 して い る。 注

目す べ きは,デ ザ イ ン も技 術 もガ ー ナの

Ashanti文 化 と ほぼ 一致 して い る こ とで

あ り,Ewe族 の 王 の 伝 統 的 着 衣 に な っ

て い る こ とで あ る。

　 土 器 に つ いて は,南 部 で はEwe族 に

よ る美 しいつ や の あ る彩 文 土 器 の 製作 が

さかん で,北 部 は表 面 の荒 い刻 文 と縄 文

が主 流 にな る。 た だ し,江 口隊 員 が 調査

した トー ゴ最 北 に 位 置す るMoba族 は,

刻 文 ・彩 文 ・縄 文 の 組 合 せ に よ る大 小 様 々

な種 類 の土 器 を 製作 して いて,用 途 も広

く,地 方 市 場 を 通 じて 他 部族 の需 要 にお

う じて い る 。詳細 は すで に 「季 刊 民族 学」

9号 に報 告 され て い るの で,こ れ を 参 照

され た い。 た だ,文 様 につ い て気 が つ い

た こ とは,北 部 のKabr6族 が刻 文,縄

文 の 土器 文 化 に囲 ま れ な が ら,特 異 な 彩

文 土 器 の技 術 を も って い る ことで,こ れ

は今 後 の 調査 によ って 追求 す べ き課 題 と

な った。

　 さい ごに,謎 の 鉄 文 化 に つ い て述 べ な

くて はな らない 。北 部 は現 在,鍛 冶 の原 料

は外 部 にた よ って い るが,Komkomba

族 のBan(Ueliに は,土 製 の直 立 炉 が 残

って い る。 円筒 形 で 底 部 か ら木 炭 で加 熱

して,鉄 を採 取 した と思 わ れ る。 お そ ら

く,16世 紀 末,古 ス ーダ ン文 化 を にな っ

た 人 々が,こ の 地 方 に集 団 移 動 して採 鉄

技 術 を 伝達 した と推 測 され る。 オ ー ト ・

ヴ ォル タのTankodogoと の 関係 が深 い

か も しれ な い。 が しか し,謎 の部 分 が多

い。 南 部 が ベ ニ ン文化 の 延 長 に位 置 して

い るの に対 し,北 部 は古 ス ーダ ン文 化 に

結 び つ い て い るの で あ る。

　4.　2　 カメルーン高地の概況

◎自然と農業

　かつてイギリスの信託統治下にあった
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いわ ゆ る西 カ メ ル ー ン は,現

在,カ メル ー ン連 合 共 和 国を 構

成 す るふ た つ の州 か ら成 って い

る。 それ はNorth-West州 と

South-West州 で あ る。西 カ メ

ル ー ンの 南 半 を 占 め るSouth-

West州 で は,火 山 峰 で あ る

Cameroon山 やRumpi山 塊

を 除 い て,そ の ほと ん どが海 抜

高 度300メ ー トル以 下 の平 地 か

らな って い る の に対 して,北 部

に 位 置す るNorth-West州 で

は,海 抜 高 度1,500メ ー トル を

越 すBamenda高 地 を 中心 に,

ほ とん どの 地 域 が900メ ー トル

以 上 の高 地 か らな って い る。

　 このNorth-West州 を 占 め

る高 地 は,東 に隣 接 す るWest

州 に も拡 が り,い わ ゆ る カ メ ル

ー ン高 地 を形 成 して い る
。 この

カ メ ル ー ン高 地 一 帯 は,年 間

1,500ミ リか ら3,000ミ リの 降水

量 を み,そ の 年平 均 気 温 は20。C

か ら22。Cて いど で あ る。 降 雨

写真1　 建造中のTamberma族 の住居

　 　 　 　 北部 トーゴ ・カンテ県 ワルテマにて

　 　 　 　 　 　 　 　 　 江 ロー久撮影　1978.10.

は雨 期 の4月 か ら10ま で の7カ 月 間 に集

中 し,乾 期 の5カ 月 間 はほ とん ど 降雨 を

み な い。

　 こ う した 自然 的 基 礎 にあ って,カ メ ル

ー ン高 地 の潜 在 植 生 は
,ギ ニ ア ・サバ ン

ナが 卓 越 し,海 抜 高 度1,500メ ー トル以

上 の 高 地 で は山地 グ ラス ラ ン ド(草 地)

とな って い る。

　 しか し,こ の カ メル ー ン高 地 は,カ メ

ル ー ン国 で も,最 も人 口密度 の高 い地 域

で あ り,地 域 に よ って は,1平 方 キ ロ当

りの 人 口密 度 が100を 越 す ほ ど で あ る。

こ う した人 口の集 中 は,カ メ ル ー ン高 地

の潜 在 植 生 を 後退 させ,現 在 で は,カ メ

ル ー ン高 地 一帯 は広 大 な グ ラス ラ ン ドが

卓 越 し,カ メル ー ン高 地 が カ メル ー ン ・

グ ラス ラ ン ドと呼 ばれ るゆ え ん とな つて

い る。

　 この地 方 で の 一般 的農 業 は,こ の グ ラ

ス ラ ン ドあ る い はサバ ンナ に お け る焼 畑

農 業 で あ る。 焼 畑 で 栽 培 さ れ る作 物 は,

タ ロColocasia　 esculen　ta,マ カ ボXantho-

soma　 5α4彦'の♂勿窺,ヤ ムDioscorea　 SPP・,

マ ニ オ クManihot　 esculentaな ど の イ モ

類 が 中心 で,雑 穀 と して は トウモ ロ コ シ

Zea　 maysが かな り広 く 栽 培 され て い る。

ま た こ の地 域 で は散 居 村 落 が 一 般 的 で,

点 在 す る住 居 の ま わ りに は菜 園 が 作 られ
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写真2　 畑地の伐採 を行 うマ ンコンの女たち。 カメル ーン高地。端 信行撮影1979.1・

て お り,そ こ で は プ ラ ンテ ィ ンMUSα

spp.,バ ナ ナMusa　 spp.が 植 え られて

お り,そ の 樹 間 に コー ヒーCOLZ77ea　spp・

が 栽培 され て い る。 コー ヒー は この 地 方

の 農 民 の換 金 作 物 の 中 心 で,農 民 経 済 の

中 心 と もな って い る。 ま た,こ の 地 方 の

農 民 の生 活 で 無 視 で きな い の が,高 地 を

網 目の よ うに刻 ん で い る小 流 に沿 って 植

え られ て い る ラフ ィ アヤ シRaPhia　 spp.

の 存 在 で,農 民 の 日常 生活 の 中で は,こ

の ヤ シか ら採 集 され るヤ シ酒 は欠 かせ な

い もの とな って い る。 な お この ラフ ィア

ヤ シ は,後 述 す る よ うに,こ の地 方 の人

び と の生 活 の 中で の物 質 文 化 にお い て も

きわ めて 重要 な もの とな って い る。

　 この よ う に,グ ラス ラ ン ドの 景 観 に代

表 さ れ る カ メル ー ン高 地 の農 業 は,基 本

的 に は イモ 類 やバ ナ ナ を 中心 とす る根 栽

農業 で あ り,換 金 作 物 と して の コ ー ヒー 、

や,物 質 文 化 や ヤ シ酒 の材 料 と して の ラ

フ ィ アヤ シ,さ らに はア ブ ラヤ シな どの

樹 木 作物 に彩 られ て い るので あ る。

◎ 言 語,部 族,首 長制 社 会

　 カ メル ー ン高 地 に 居 住 す る 住 民 は,

G,P.　 Murdockの 分 類 に よ る,い わ ゆ

る カ メル ー ン高 地 民Cameroon　 High-

landersで あ る。 この カ メ ル ー ン高地 民

の 言語 に っ いて は,D.　 Westermann以

来,い ろ い ろ議 論 の あ る と ころ で あ るが,

いず れ も,そ れ らがBantu系 諸 語 に分

類 され て い る点 につ い て は一 致 が み られ

る。 そ して,こ の カ メ ル ー ン高 地 民 の

言 語 が,隣 接 す るNigritic系 諸 語 の影

響 や,さ らに は その 痕 跡 が 認 め られ る

Khoisan語 やChad語 の 影 響 な どに よ

って,特 異 な言 語形 態 を示 す グル ープ で

あ る と認 め られ て い る ので あ る。

　 そ して,カ メル ー ン高 地 民 の 特 異 な言

語形 態 は,そ の 社会 組 織 に よ って よ り一

層特 異 な もの にな って い る と考 え られ る。

そ の社 会 組 織 と は,首 長制 で あ る。 この

首 長制 に つ いて も,い くつ かの レベル が

あ り,一 概 に論 じる こ とは 出来 な いが,

原 則 的 に は,こ の地 域 の首 長制 社 会 は,
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言 語 系統 を 同 じ くす る とい う部 族 的拡 が

りよ り は下 位 にあ り,文 化 的 ・社会 的統

合 は この 首 長制 社 会 を基 礎 に して い る と

いえ る。 した が って,こ の カ メル ー ン高

地 で は,文 化 的 ・社 会 的 な 意 味 で の部 族

的 統 合 は きわ め て弱 く,住 民 意 識 の面 で

も首 長 制 へ の アイ デ ンテ ィテ ィが きわ め

て 強 いの が 一般 的 で あ る。

　 した が って,こ の地 域 に お いて,い わ

ゆ る部 族 分 布 を 述 べ る こ とは,そ の 民族

誌 を分 析 す る うえ で,さ ほ ど大 きな 意 味

を もた な い と思 わ れ る。 しか しなが ら,

隣 りあ う首 長 制 社 会 で 言葉 が通 じあ うか

ど うか とい った レベル で の,共 通 の 文 化

的 背 景 を考 え るな らば,そ こに い くつ か

の部 族 の拡 が り を認 め る こ とが で き る。

　 そ れ は,North-West州 にお いて は,

Tikar族,　 Widekum族,　 West州 にお

い て は,Bamileke族,　 Bamun族 で あ

る。 カ メル ー ン高 地 を4分 す る これ らの

部 族 の 拡 が り と,そ の首 長 制 社会 との関

係 につ い て,次 に ふ れ て お くこ とにす る。

　 Tikar族 は,　North-West州 の 中央 部

か らその 東 部,北 部 に か けて 広 く分布 す

る。 それ らは数 多 くの首 長制 社 会 に分 か

れて い るが,そ の 大 部分 は,数 力村 か ら

十 数 力村 を 支 配 す る規 模 の社 会 で あ るが,

North-West州 東 部 を 支配 す るBansow

社 会 は,最 も規 模 が大 き く,数 十 力村 を

支 配 して い る。

　 North-West州 の 南 東 部 に 分 布 す る

Widekum系 の 首 長制 社 会 は,そ の規 模

に お いてTikar系 の それ と大 差 は な い

が,Meta地 域 やNgie地 域 に お いて は,

そ の規 模 は さ らに小 さ くな り,一 村 ご と

に首 長 を い だ く,い わ ば 政 治 的 に独 立 し

た 村落 か ら構 成 され て い るの が 特色 的 で

あ る。 こ こで は村 落 が ひ とつ の首 長制 社

会 となっているのである。

　 ちなみに,今 回の調査において,端 が

調査したのはWidekum系 のMankon

首長制社会であり,森 が調査 したのは,

Tikar系 のBamessing首 長制社会であ

った。

　同じカメルーン高地であっても,こ う

した社会的状況は,West州 においては

いささか様子が異っている。というのは,

部族的にはWest州 の東半をBamun族

が,西 半をBamileke族 が占めているの

だが,こ のいずれも,部 族的統合をとげ

ている社会といえる。 この場合の部族的

統合は,村 落 レベルの支配者と して,

North-West州 の例 とさほど差のない首

長が存在 しているのであるが,そ れらの

首長の上位に,さ らに大首長paramount

chiefが 部族的統合の象徴として存在 し

ているのである。

　 したがって,こ のWest州 の場合にお

いては,部 族的統合と首長制社会との整

合が認められるわけである。今回の調査

において和崎が調査 したBamun社 会は,

まさにこのような社会であった。

　 このようにカメルーン高地の社会は,

様ざまなレベルの統合形態をもつ首長制

社会によって特色づけられているわけで,

そこには,1力 村が独立 した首長をもつ

という形での首長制社会か ら,数 力村あ

るいは数十力村を支配する首長制社会,

大首長によって部族的統合をとげた首長

制社会まで存在 しているのである。

◎物質文化の特徴

　 カメルーン高地の物質文化の特徴は,

その自然的条件や生業形態(根 栽型焼畑

農業),首 長制に代表される社会組織,

伝統的技術の体系,宗 教観念,さ らには

海外か らもた らされた商品の導入をめ ぐ
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る文 化 変 容 な どの,様 ざ ま な側 面 がか ら

み あ って 成 立 して い る。 こ こで は それ ら

を概 観 す る に と どめ る。

　 まず は じめ に,こ の地 域 の農 民 生 活 の

物 質 文 化 を み て 気 づ く こ とは,こ の地 方

の伝 統 的 物 質 文 化 が,ラ フ ィア文 化 だ と

い う こ とで あ る。

　 カ メル ー ン高 地 で は,ど の 農 民 も高 地

を刻 ん で い る小 流 に沿 って,ラ フ ィア ヤ

シの 植 え こみ を所 有 して い る。 そ れ は,

ヤ シの幹 か ら採 集 す るヤ シ酒 が彼 らの生

活 に欠 かせ な い とい う以 上 に,彼 らの生

活 が ラ フ ィアヤ シ と深 く結 び つ い て い る

か らで あ る。 ラフ ィアヤ シの幹 は,ま ず

住 居 その もの を建 て るの に不 可欠 で あ る。

壁 に そ して 屋根 に,使 わ れ る木 質 の材 は

この ヤ シの 幹 の みで あ る。

　 そ もそ も この カ メ ル ー ン高 地 で は,手

に入 る真 直 ぐな材 は,こ の ラフ ィア ヤ シ

の幹 しか な い。 あ とは,ア ブ ラヤ シの幹

ぐ らいの もの で あ る。 した が って,ラ フ

ィア ヤ シ の幹 は,住 居 を建 て る とき に使

うほ か,ベ ッ ド,棚,椅 子,ニ ワ トリ小

屋,ブ タ小 屋 な ど,住 居 を と りま く様 ざ

ま な もの に使 わ れ る。 ま た ラ フ ィア ヤ シ

の葉 の葉 柄 は,カ ゴやバ ッ クな ど の織 物

の材 料 に な る。 そ して そ の機 織 の機 具 も

ラフ ィア の幹 で つ く られ て い る。 ラフ ィ

ア の幹 を 薄 く切 って,そ れ らは編 んで 天

井 や屋 敷 が こいの 塀 に使 わ れ る。 とにか

くラ フ ィア ヤ シの全 体 が,実 にい ろ い ろ

に利 用 さ れ る ので あ る。 この地 方 の人 び

との 言 語 生 活 で は,ラ フ ィ アヤ シ は,葉

か ら根元 まで細 か く名 称 が つ け られ て い

て,そ の ラフ ィア文 化 の 一端 を示 して い

る とい え よ う。

　 伝 統技 術 とい う点 で は,こ の カ メ ル ー

ン高 地 は,ひ とつ の 特 色 を も って い る。
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とい うの は,こ の 地 方 で特 徴 的 な ラフ ィ

アの織 物 の ほ か,彫 刻,土 器造 り,カ ジ

屋,真 鍮 鋳 造 な どが,い くつ か の首 長 制

社 会 に よ って,集 中的 に保 持,伝 承 され

て い る こ とで あ る。 そ れ はあ た か も伝 統

技 術 を い くつ か の首 長 制 社会 で分 業 して

い る かの よ うに思 わ れ る ほ どで あ る。 ラ

フ ィア の織 物 は,Mbengui,　 Bali,　Baf-

rcng,　 Bamessingの 各首 長制 社 会,彫

刻 はBabanki首 長 制 社 会,土 器 造 りは

Bamessing首 長 制社 会,鍛 冶 屋 はNja-

Itu首 長 制 社 会,真 鍮 鋳造 はBafreng,

Foumban首 長 制社 会 とな って い る。

　 そ して,こ う した技 術 が 首 長 制 と結 び

つ いて,独 特 の 造形 文 化 を作 りあ げ,そ

れ が ア フ リカ ン ・ア ー ツの分 野 で カ メル

ー ン ・グ ラス ラ ン ドとい うひ とつ の ジ ャ

ンル を な して い る こ とは,つ と に知 られ

て い る と こ ろで あ る。

　 こ う した カ メル ー ン高 地 の伝 統 技 術 が,

首 長制 を象 徴 す る物 質 文 化 と結 びつ い て

発 展 した もので あ る こ と はい うまで もな

い が,こ の地 方 の人 び との宗 教 観 念 とも

結 び つ い た もの と して,仮 面 が あ る。 仮

面 儀 礼 は この地 方 の 人 び との 埋葬 儀 礼 と

結 び つ い た もの で あ る。 仮面 を所 有 す る

の は限 られ た個 人 で あ るが,仮 面 儀 礼 は

仮 面 の 所 有 者 を 中心 に した 結 社 の 中 で運

営 され て い る。

　 全 体 的 にみ て,カ メ ル ー ン高 地 にお け

る物 質 文 化 を め ぐる文 化 変 容 はか な り急

激 な変 化 を み せ て お り,土 器 造 りや鍛 冶

屋 の技 術 の 衰 退 が著 しい。 また 住居 も 日

乾 し レ ンガ を 用 い て,ト タ ンを 屋根 に使

用 す る例 が 増 加 して お り,ラ フ ィア ヤ シ

の意 味 も若 干 の変 化 をみ せ て い る。 また

カ メル ー ンの他 の地 域 に比 べ て,カ メ ル

ー ン高 地 の 人 び とは,新 し く海 外 か ら も
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たらされた商品に対 して,相 対的ではあ

るが,強 い関心を示す。 これも,現 代の

社会経済的環境の中でのカメルーン高地

の人びとの物質文化を織 りなす特徴とい

えよう。

5.研 究成果のとりまとめ

　本調査の研究成果は,口 頭では,す で

に1979年6月2日 ～3日,犬 山市京都大

学霊長類研究所で開催された,第16回 日

本アフリカ学会学術大会において全員に

よって報告された。講演題目は次のとお

りである。

　国立民族学博物館西アフリカ学術調査

報告。

1.概 況な らびに トーゴ北部 タンベルマ

　族の住居形態(和 田)

2.ド ーゴ北部モバ族の土器(江 口)

3.ヵ メルーン西部バムン族の家造り(和

　崎)

4.カ メルーン西部ティカール族・バメッ

　 シング地域における土器製作技法(森)

5.カ メルーン西部 ンゲンバ族,マ ンコ

　 ン地域,仮 面その構成と儀礼,結 社を

　 めぐって(端)

また,1979年10月6日 ～7日 に東京外国

語大学(A・A研)で 開催された日本民族

学会 ・日本人類学会第33回 連合大会にお

いて も,

1.バ ムン族の祭事具 一 王権と村落統

　治 との関連から一(和 崎)

2.カ メルーン高地における首長制と仮

　面のシンボリズム(端)

の二つの研究成果が報告されたのである。

　誌上では,資 料の整理 ・分析結果に応

じて 「国立民族学博物館研究報告」およ

び関係学会誌等に論文として発表する予

定であり,さ らに,一 般的には,「季刊

民 族 学 」 に公 表 し,啓 蒙 紹 介 に もつ と め

る所 存 で あ る。

　 相 手 国 へ の還 元 と して は,プ リ リ ミナ

リー レポ ー トは,す で に,そ れ ぞ れ の相

手 国へ提 出済 で あ るが,欧 文 出版 「&編

Ethnological　Studies　A,FRICA」 に寄 稿 し,

現 地 の研 究 機 関 へ配 布 す る予 定 で 準 備 を

進 めて い る。

　 さ い ご に,本 調 査 に全 面 的 に協 力 して

くれ た トー ゴ国 立 科 学研 究 所 お よび,カ

メ ル ー ン国立 科学 技 術調 査 機 構(ONA-

REST)に 深 く感 謝 の意 を表 した い 。 ま

た,お 世 話 にな った 文部 省 ・日本 貿 易 振

興 会 ・国 立民 族 学 博 物 館管 理 部 等 の 関 係

各 位 に心 か らお 礼 を 申 し述 べ た い。

　 な お,本 稿 は隊 員(研 究分 担 者)の 一

致 した 協 力 に よ り,和 田正平(研 究 代 表

者)が 執 筆 した が,4.2カ メル ー ン高地

の 概 況 につ い て は,と くに,カ メ ル ー ン

班 長 ・端 信行 か ら適 切 な 協 力 助言 を も ら

い,も と にな る原 稿 を書 いて も ら った。

一 言
,付 記 して お きた い。
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